
篠山春日神社秋祭保存会
天候などの都合により変更となる場合があります。
詳しくは「篠山城下まちづくり協議会」のホームページをご覧ください。

写真は、本年の大年番町(下二階町 )諫鼓山写真は、本年の大年番町(下二階町 )諫鼓山

14日   宵宮
15日   本宮

土

日
鉾山巡行  9:45 ～
神輿行列13:00 ～
太鼓みこし
　上町　16:55 ～
　下町　16:10 ～

鉾山巡行
　上町　16:30 ～
　下町　17:15 ～
太鼓みこし各町内運行

令和 5年

10月

蘇る鉾復活巡行！
三笠山・鳳凰山の 2 基が
河原町通りを巡行します。

14日 宵宮 15:00 ～16:00
15日 本宮  9:30 ～10:30

幕末頃の春日神社秋祭りの様子が描かれたものです。
春日神社御社図より ※丹波篠山市教育委員会蔵

幕末頃の春日神社秋祭りの様子が描かれたものです。
春日神社御社図より ※丹波篠山市教育委員会蔵



9 基の鉾の内、最も早く寄進さ
れた「三笠山」。見送りには、日
本神話の神・素戔鳴尊が八岐大
蛇を勇ましく退治している様子が
描かれています。本年、3月と 5
月、鉾復活巡行を成し遂げまし
た。

架空の霊鳥である鳳凰は天下泰
平の象徴で、立派な君主による
平安な治世や、優れた知性を持
つ人物が生まれると姿を表すとさ
れています。本年、3 月と 5 月、
鉾復活巡行を成し遂げました。

仏教では孔雀は邪気を払う象徴
とされています。見送りには、中
央に雌雄の孔雀を配し、その背
景には牡丹と岩の構図が見事に
描かれています。

「高砂」は能の作品の一つで、夫
婦愛と長寿を祝う、めでたいも
のの象徴です。見送りにも、松
の前に翁と媼の姿が描かれ、人
の世を祝うたいへんめでたい図
柄となっています。

剣鉾は武の象徴であり、疾病邪
悪を払うものとされています。見
送りには中国の武将「項羽」が
三本脚の鼎を掲げている様子が
描かれています。

猩々とは想像上の動物で、能の
謡曲としても謡われているめでた
いものの象徴です。見送りには、
唐獅子が描かれており、魔を祓
い、世を祝う意味が込められて
います。

諫鼓とは、人民が役所に訴えご
とをするときに打ち鳴らした太鼓
のことです。古代中国で、天下
がよく治まり不用になった諫鼓に
鶏が巣を作ったという故事になら
い、平和の象徴とされました。

蘇鉄は葉の形が鳳凰の尾に似て
いることから「鳳尾蕉」とも呼
ばれており、めでたいことの象徴
です。見送りには、三国志の英
雄である張飛または関羽とされ
る将が馬上で矛を振るっている様
子が描かれています。

鏡は、神聖にして清浄・潔白を
表し・多くの神社でご神体として
祀られています。見送りは、極楽、
竜宮、唐の三界の理想都を表現
した綴れ織りの芸術豊かな逸品
です。
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見送り／丹波篠山市指定有形文化財

見送り／丹波篠山市指定有形文化財

　城下の鎮守、春日神社の祭礼に鉾山が最初に登場するのは、寛文 3 年 (1663 年 )。その後次第に数を増し 9 基
となり、神輿 4 台も加わり、さらに文化文政の頃に太鼓みこしが登場し、現在にその姿が伝わっています。篠山春
日神社の秋祭りは、京都の文化の影響を受け、雅な面と、反対に勇壮さを合わせ持つもので、2017年に市の無形
民俗文化財の指定を受けました。

春日神社秋祭り
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17:15　鏡山から出発
17:30　鏡山、蘇鉄山、諫鼓山の3基が揃い、三井住友銀行前に移動
17:20　猩々山が出発し、諫鼓山、蘇鉄山、鏡山と商工会館前で合流
17:20　剱鉾山は呉服町を出発。春日神社を通り抜け、但馬銀行前で
　　   　180度方向転換し二階町通りで下町５基が揃い待機
18:00 　剱鉾山→猩々山→諫鼓山→蘇鉄山→鏡山の順に宮入
　　　　宮入後、剱鉾山はそのまま帰途に着く
　　　　その後、鏡山→蘇鉄山→諫鼓山→猩々山の順に、但馬銀行前で
　　　　180度方向転換し、順次帰途に着く
(18:35頃鏡山帰着予定)

見どころ

下立町

上河原町

西町

下河原町・小川町

魚屋町

上立町

宮 入宮 入

出発出発

上二階町下二階町

【下町鉾山】剱鉾山、猩々山、諫鼓山、蘇鉄山、鏡山

16:30　三笠山から出発
17:20　呉服町通りで4基が揃い待機
17:25　高砂山を先頭に宮入へと出発
17:30～40　高砂山→孔雀山→鳳凰山→三笠山の順に宮入
　　　　　　宮入後、三笠山より、但馬銀行前で
　　　　　　 180度方向転換し、帰路に着く
(18:40頃三笠山が帰着予定)

【上町鉾山】三笠山、鳳凰山、孔雀山、高砂山

●15:00～16:00　鉾建て巡行
河原町通りにおいて、今年3月に110
年振りに復活した鉾復活巡行が再び
蘇ります。
鉾復活巡行は、三笠山・鳳凰山の2基
のみ鉾山の屋根に鉾を建て、地元の
河原町通りを往復する限定巡行とな
ります。
●16:30～上町鉾山巡行
●17:15～下町鉾山巡行
提灯の灯りで煌めく鉾山。宵宮の鉾
山巡行は4年ぶり。こどもたちの笛や
鐘、太鼓のお囃子の音色が城下町に
響きます。

10月14日（土）宵宮

交通規制（車両通行止）
10月14日（土）17:00 ～19:00

誓願寺 - 尊宝寺

鉾山巡行鉾山巡行
交通規制交通規制

呉服町

本町通り 二階町通り 呉服町通り
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出発出発

  9:45　鏡山から出発
10:50　三笠山以外の8基は河原町通りに移動
11:15　全鉾山9基が河原町通りにて集合
11:20　鏡山を先頭に、城垣醤油店前交差点で
　　　  180度方向転換し、春日神社へ向かう
12:00　春日神社前にて鏡山から宮入、お祓いを受ける
　　　 （宮入後は上二階町通りにて13:30まで休憩）
13:30　西町に向かって、鏡山を先頭に全9基の鉾山が出発
13:50　西町にて全鉾山が集合し休憩
14:30　三笠山より順次出発して帰途に着く

13:00 発
14:30 発
　
15:30 発 
 　
15:55着

春日神社
上河原町集会所 
　　→南濠→西町公民館
西町公民館
　　→本町通り→二階町通り
春日神社

見どころ

下立町

上河原町

西町

下河原町・小川町

魚屋町

上立町

宮 入宮 入

到 着 出 発
13：0013：0015：5515：55

14：30発14：30発14：4514：45

15：3015：30

神輿待機神輿待機

神輿待機神輿待機

上二階町下二階町

神輿行列　10月15日

鉾山

●9:30～10:30 鉾建て巡行
三笠山・鳳凰山の2基のみ鉾山の屋
根に鉾を建て、地元の河原町通りを
往復する限定巡行します。
●9:45～鉾山巡行
●13:00～神輿行列
●太鼓みこし
16:10～下町
16:55～上町
4基の神輿、雅な9基の鉾山、また今
年は4年ぶりに勇壮な8台の太鼓みこ
しの巡行が予定されています。
※春日神社境内は能舞台保存修理工
事を行っています。ご不便をおかけし
ますがご了承下さい。

10月15日（日）本宮

鉾山が方向転換する際に行われる
「万力」とは鉾山全体を一本の太い柱
で支え、浮いた状態にして回転させ
る大技です。曳き手全員の力を合わ
せないとうまくいきません。
ここが見どころです。

交通規制（車両通行止）
10月15日（日）９:45～21:00

誓願寺 - 尊宝寺

鉾山往路（河原町へ集合）鉾山往路（河原町へ集合）
鉾山宮入（全鉾山巡行）鉾山宮入（全鉾山巡行）
鉾山復路（各町へ帰路）鉾山復路（各町へ帰路）

交通規制交通規制
神輿道順神輿道順

京口橋北詰

城垣醤油店前
交差点

タバタ美容室

一番の万力ポイント
（180°方向転換）

鉾山万力
呉服町

14日   宵宮土

15日   本宮日

出発出発

往路出発往路出発

帰路出発帰路出発

出発出発
集合集合

※宵宮の太鼓みこしの運行は各町内
での自主運行。





ご協賛ありがとうございました。

（協賛者名は順不同）

㍿岩崎電機製作所 ／ 下立町高友会
多幡歯科 ／ 篠山証券株式会社

南新町 田中 光則 ／ 株式会社協栄電興
栄町商店会（乾新町商店会）

栖田内科 ／ JA丹波ささやま 篠山支店 ／ 特産館ささやま
有限会社西山建具店 ／ そば切り 花格子

丹波古陶館・篠山能楽資料館 ／ 田村産業株式会社
　 株式会社小田垣商店 ／ ㈱篠山自動車教習所
株式会社大福堂 ／ 写真の創虹社 ／ ㈱岩本工業

株式会社福島組 ／ ㈲髙橋ペイント ／ 乾新町 小山 辰彦
綜合警備保障株式会社（ALSOK）

ハタ印房 ／ 篠山皿そば 名物さば寿司 弐拾六 ／ 東門建設株式会社
一般社団法人ウイズささやま ／ そうごう薬局 ／ ささやま玉水 ／ 居酒屋BILI-拳

MIMOSA CAFE ／ ㈱八上屋城垣醤油店 ／ 三笠鮨 ／ Jōtetsuan
ドイツ式フットケア つめきりん ／ 有限会社北山鉄工所 ／ 有限会社 カクマツモータース
チャイニーズレストラン 竹海 ／ おみやげ処 森本 ／ 森本書房 ／ 民芸の店 あめや
多谷畳・敷物店 ／ 篠山河原郵便局 ／ 王地山陶器所 ／ 天然酵母のパン屋さん 白殻五粉
ミネ美容室 ／ やまがみ酒店 ／ 内藤仏具店 ／ 瀬戸こうじ(麹)店 ／ 理容ナガサワ
ヘアー&フェイスサロン ひかり美容室 ／ 森田鉄工建設株式会社 ／ ㈱梅角堂 ／ 小多田屋
料理旅館 池富 ／ ㈱阪本屋 ／ 山本石材店 ／ ㈱米忠商店 ／ 田の亀 ／ 日の出寿司
なかにし文具店 ／ ベーカリー アインコルン ／ ひいらぎや ／ 篠山食料品店
株式会社いそや不動産鑑定所 ／ 有限会社アダチクリーニング ／ 西八本店

上二階町 青木 直 ／ 料理旅館 髙砂 ／ CASA DÉL AMICI ／ 玉川食品 ／ 松本設備
Natural Backyard（ナチュラルバックヤード） ／ 西八分店 ／ ㈲ランプヤ電機部
青木百貨 ／ 三國屋 ／ 加東屋 ／ 丹波篠山郷土料理 懐 ／ やまさ履物店
洋食レストラン あんず ／ 丹波篠山 串焼き八兵衛 ／ 丹波篠山 近又

味覚とお宿 潯陽楼 ／ 大手新丁 ／ 布袋堂薬局 ／ 河合整形外科 ／ 杉原畳店
誓願寺 ／ 雪岡市郎兵衛洋菓子舗 ／ ㈲小西のパン ／ ㈲竹内金物店 ／ 村上防災

(資)小山書店 ／ 福多屋本店 ／ ランプヤ百貨店 ／ 町家ギャラリー 陶々菴
デザイン事務所ＭＵＯＮ ／ RH BAGELS ／ 篠山城下町ホテル NIPPONIA
Linda Linda ／ 篠山都市ガス株式会社 ／ 有限会社リトル丹波 ／ 戸倉設備

株式会社ゴールデンツリー ／ くつろぎ古民家まめ猫 ／ ちゃいるど ／ つばめ食堂
本家かまどや 丹波篠山店 ／ 株式会社プリテック ／ キクヤ株式会社 ／ 折込センター㈱
Dente di Leone（たんぽぽ） ／ 株式会社やがて ／ 篠山郵便局 ／ 丹波篠山 一休庵

丹波篠山百景館 ／ 大正ロマン館


